
厚木基地所属航空機の部品遺失について
このことについて、防衛省北関東防衛局より、下記のとおり情報提供がありましたので、お知らせします。
なお、横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会は、本件について、下記のとおり、口頭で申し入れております。
記

１　情報提供内容
　⑴　第１報
　　　８月２２日、在日米軍厚木基地所属の航空機が海上での訓練を終え、厚木基地に帰投する際、厚木基地の滑走路が一時閉鎖されていたため、横田基地に着陸し、給油を行った。その後、横田基地を離陸し、厚木基地に着陸した。翌朝の点検において、ピボット・ボルト・アセンブリ（ｐｉｖｏｔ　ｂｏｌｔ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）の遺失が確認された。重さは約２．５ポンド（約１．１キログラム）である。

　⑵　第２報

　　ア　機種

　　　　ＦＡ－１８Ｅ（スーパーホーネット）

　　イ　飛行経路

　　　　厚木基地～海上（訓練空域）～横田基地～厚木基地

　　ウ　当該機の発着日時等
	日　時
	内　容

	８月２２日　午後４時
	厚木基地を離陸

	同日　　　　午後５時３０分
	横田基地に着陸

	同日　　　　午後７時４５分
	横田基地を離陸

	同日　　　　午後８時０５分
	厚木基地に着陸

	８月２３日　午前６時４５分
	部品の遺失を確認


　　エ　落下部品の詳細
	部品名称
	大きさ
	重　量

	ボールジョイント
及びブラケット
	約４分の３インチ×１．５インチ

（約１．９ｃｍ×約３．８ｃｍ）
	約１．０７ポンド

（約４８５ｇ）

	バッキングプレート
	直径約１インチ
（約２．５ｃｍ）
	約０．０８５ポンド（約３８ｇ）

	ナット
	直径約４分の３インチ

（約１．９ｃｍ）
	約０．０９５ポンド（約４３ｇ）

	フラットワッシャー
	直径約１インチ

（約２．５ｃｍ）
	約０．０２ポンド

（約９ｇ）


　　　　なお、当該部品が海に落下した場合にはいずれも浮遊せず沈む。
　　オ　その他

　　　　厚木基地滑走路の一時閉鎖理由は滑走路のメンテナンスのため
２　口頭要請内容

　⑴　要請日

　　　平成２９年８月２４日（木）
　⑵　要請先

　　　在日米軍横田基地第３７４空輸航空団司令官

　　　北関東防衛局長
横田防衛事務所長
　⑶　要請内容
　　　平成２９年８月２４日、北関東防衛局を通じて、「平成２９年８月２２日、厚木基地所属の航空機が海上での訓練を終え、厚木基地に帰投する際、厚木基地の滑走路が一時閉鎖されていたため、横田基地に着陸し、給油を行った。その後、横田基地を離陸し、厚木基地に着陸した。翌朝の点検において、ピボット・ボルト・アセンブリ（ｐｉｖｏｔ　ｂｏｌｔ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）の遺失が確認された。重さは約２．５ポンド（約１．１キログラム）である。」との情報が、東京都及び基地周辺自治体に提供された。本年、航空機の部品遺失が続いている。部品等の落下は人命に関わる重大な事故につながりかねず、多くの住民に不安を与えるものである。

　　　今回の事故の発生は極めて遺憾であり、貴職においてはこのような状況を十分に認識され、下記のとおり対応するよう要請する。（※）

　　※　国に対しては、「貴職においてはこのような状況を十分に認識され、次のとおり米軍に申し入れを行うよう要請する。」と要請
　　＜要請事項＞
　　　ア　事故の経緯を明らかにするとともに、原因究明を行い、再発防止を図ること。
　　　イ　航空機の点検整備を強化するとともに、安全確保の徹底を図ること。
　　　ウ　以上に関する情報を関係自治体に速やかに提供すること。
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